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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 19日 (2006.7.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】
　

貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 基 材 と 、 該 基 材 の 貫 通 孔 に 配 設 さ れ た 貫 通 ビ ア と を 備 え 、
　 前 記 貫 通 ビ ア は 、 前 記 貫 通 孔 に 配 置 さ れ た 貫 通 部 と 、 該 貫 通 部 の 一 方 の 端 部 に 設 け ら れ
、 前 記 基 材 か ら 突 出 し た 第 １ の 突 出 部 と 、 を 有 す る 基 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 を 、 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 介 し て 、 給 電 層 上 に 配 置 す る
基 材 配 置 工 程 と 、
　 前 記 貫 通 孔 に 露 出 さ れ た 部 分 の 前 記 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 除 去 し て 、 前 記 給 電 層 を 露 出 さ
せ る と 共 に 、 前 記 貫 通 孔 の 寸 法 よ り も 幅 広 形 状 の 鍔 状 空 間 を 形 成 す る 鍔 状 空 間 形 成 工 程 と
、
　 前 記 給 電 層 か ら の 給 電 に よ り 形 成 さ れ る 導 電 性 金 属 膜 に よ り 、 前 記 鍔 状 空 間 及 び 前 記 貫
通 孔 を 充 填 し て 前 記 貫 通 ビ ア を 形 成 す る 貫 通 ビ ア 形 成 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 基
板 の 製 造 方 法 。

　 前 記 給 電 層 は 、 支 持 板 に 設 け ら れ た 金 属 箔 で あ り 、
　 前 記 金 属 箔 は 、 前 記 鍔 状 空 間 に 露 出 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 の
製 造 方 法 。

前 記 基 材 上 に 前 記 貫 通 孔 を 露 出 す る と 共 に 、 前 記 貫 通 孔 の 寸 法 よ り も 幅 広 形 状 と な る 第
１ の 開 口 部 を 有 し た 第 ２ の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る 第 ２ の レ ジ ス ト 層 形 成 工 程 を 設 け る と 共
に 、 前 記 第 １ の 開 口 部 を 前 記 導 電 性 金 属 膜 に よ り 充 填 し 、 前 記 貫 通 部 の 他 方 の 端 部 に 設 け
ら れ 、 前 記 基 材 か ら 突 出 す る と 共 に 、 前 記 貫 通 部 の 寸 法 よ り も 幅 広 の 形 状 と さ れ た 第 ２ の



【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 配 線 形 成 工 程 は 、
　

【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】

。
【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 基 板 の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
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突 出 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。

前 記 鍔 状 空 間 形 成 工 程 後 に 、 前 記 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 第 １ の 熱 処 理 に よ り 硬 化 さ せ る 第
１ の レ ジ ス ト 層 硬 化 工 程 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の う ち 、 い ず れ か 一
項 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。

前 記 鍔 状 空 間 形 成 工 程 後 に 、 電 解 め っ き 法 に よ り 、 前 記 鍔 状 空 間 に 露 出 さ れ た 前 記 金 属
箔 に 第 １ の 拡 散 防 止 膜 を 形 成 す る 第 １ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ な い し ４ の う ち 、 い ず れ か 一 項 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。

　 前 記 第 ２ の 突 出 部 と 接 続 さ れ る 配 線 を 形 成 す る 配 線 形 成 工 程 を さ ら に 設 け た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ な い し ５ の う ち 、 い ず れ か 一 項 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。

前 記 第 ２ の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 第 ２ の レ ジ ス ト 層 除 去 工 程 と 、
　 前 記 基 材 上 に 、 前 記 第 ２ の 突 出 部 を 露 出 す る 第 ２ の 開 口 部 を 有 し た 絶 縁 層 を 形 成 す る 絶
縁 層 形 成 工 程 と 、
　 前 記 配 線 が 形 成 さ れ る 部 分 の 前 記 絶 縁 層 に 、 シ ー ド 層 を 形 成 す る シ ー ド 層 形 成 工 程 と 、
を 有 し 、
　 前 記 絶 縁 層 に は 、 パ ラ ジ ウ ム を 含 有 さ せ た 樹 脂 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
載 の 基 板 の 製 造 方 法 。

前 記 配 線 は 、 外 部 接 続 端 子 を 有 し て お り 、
　 前 記 配 線 形 成 工 程 後 、 電 解 め っ き 法 に よ り 前 記 外 部 接 続 端 子 に 第 ２ の 拡 散 防 止 膜 を 形 成
す る 第 ２ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 基 板
の 製 造 方 法 。

　 前 記 第 ２ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 後 に 、
　 少 な く と も 前 記 配 線 及 び 第 ２ の 拡 散 防 止 膜 を 覆 う よ う 耐 熱 性 を 有 し た 保 護 部 材 を 配 設 す
る 保 護 部 材 配 設 工 程 と 、
　 前 記 保 護 部 材 配 設 工 程 後 、 第 ２ の 熱 処 理 に よ り 、 前 記 基 材 か ら 前 記 支 持 板 を 離 脱 さ せ る
支 持 板 離 脱 工 程 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法

前 記 支 持 板 離 脱 工 程 後 に 、 前 記 金 属 箔 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 金 属 箔 除 去 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 第 １ の レ ジ ス ト 層 除 去 工 程 と 、
　 該 第 １ の レ ジ ス ト 層 除 去 工 程 後 に 、 前 記 保 護 部 材 を 除 去 す る 保 護 部 材 除 去 工 程 と 、 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。

　 前 記 第 １ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 は 、 前 記 支 持 板 に 前 記 金 属 箔 を 設 け た 直 後 に 行 う こ と を
特 徴 す る 請 求 項 ５ 乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 項 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 造 方 法 に 係 り 、 特 に 基 材 を 貫 通 す る 貫 通 ビ ア と 、 貫 通 ビ ア と 接 続 さ
れ る 配 線 と を 備 え た 基 造 方 法 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 配 線 を 接 続 す る 貫 通 ビ ア
の 電 気 的 な 接 続 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と の で き る 基 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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板 の 製
板 の 製

板 の 製



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、

に よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 貫 通 ビ ア に 貫 通 部 の 寸 法 よ り も 幅 広 の 形 状 と さ れ た 出 部 が
形 成 さ れ る た め 、 貫 通 部 と 基 材 と の 間 に 水 分 等 が 侵 入 し に く く な り 、 貫 通 ビ ア の 劣 化 が 抑
制 さ れ 通 ビ ア の 電 気 的 な 接 続 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　

【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 載 の 発 明 で は 、

基 板 の 製 造 方 法 に
よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、
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１ 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 基 材 と 、 該 基 材 の 貫 通 孔 に 配 設 さ れ た 貫
通 ビ ア と を 備 え 、 前 記 貫 通 ビ ア は 、 前 記 貫 通 孔 に 配 置 さ れ た 貫 通 部 と 、 該 貫 通 部 の 一 方 の
端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 基 材 か ら 突 出 し た 第 １ の 突 出 部 と 、 を 有 す る 基 板 の 製 造 方 法 で あ っ
て 、 前 記 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 を 、 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 介 し て 、 給 電 層 上 に 配 置 す
る 基 材 配 置 工 程 と 、 前 記 貫 通 孔 に 露 出 さ れ た 部 分 の 前 記 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 除 去 し て 、 前
記 給 電 層 を 露 出 さ せ る と 共 に 、 前 記 貫 通 孔 の 寸 法 よ り も 幅 広 形 状 の 鍔 状 空 間 を 形 成 す る 鍔
状 空 間 形 成 工 程 と 、 前 記 給 電 層 か ら の 給 電 に よ り 形 成 さ れ る 導 電 性 金 属 膜 に よ り 、 前 記 鍔
状 空 間 及 び 前 記 貫 通 孔 を 充 填 し て 前 記 貫 通 ビ ア を 形 成 す る 貫 通 ビ ア 形 成 工 程 と 、 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 基 板 の 製 造 方 法

第 １ の 突

、 貫
ま た 、 給 電 層 上 に 導 電 金 属 膜 を 析 出 成 長 さ せ る こ と で 、 鍔 状 空 間 及 び 貫 通 孔 を 導 電 金 属

膜 で 順 次 充 填 し て 貫 通 ビ ア を 形 成 す る た め 、 貫 通 ビ ア に ボ イ ド （ 空 洞 ） が 発 生 す る こ と を
抑 制 で き る 。

項 ２ 記 前 記 給 電 層 は 、 支 持 板 に 設 け ら れ た 金 属 箔 で あ り 、 前 記 金 属
箔 は 、 前 記 鍔 状 空 間 に 露 出 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の

支 持 板 に 設 け ら れ た 金 属 箔 を 給 電 層 と す る こ と に よ り 、 金 属 箔 を エ
ッ チ ン グ に よ り 容 易 に 除 去 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 基 材 上 に 前 記 貫 通 孔 を 露 出 す る と 共 に 、 前 記 貫 通 孔 の 寸
法 よ り も 幅 広 形 状 と な る 第 １ の 開 口 部 を 有 し た 第 ２ の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る 第 ２ の レ ジ ス
ト 層 形 成 工 程 を 設 け る と 共 に 、 前 記 第 １ の 開 口 部 を 前 記 導 電 性 金 属 膜 に よ り 充 填 し 、 前 記



　

【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 載 の 発 明 で は 、 前 記 鍔 状 空 間 形 成 工 程 後 に 、 前 記 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 第 １ の
熱 処 理 に よ り 硬 化 さ せ る 第 １ の レ ジ ス ト 層 硬 化 工 程 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、

に
よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 電 解 め っ き 法 に よ り 第 １ の 拡 散 防 止 膜 を 形 成 す る こ と で 、 無 電 解 め
っ き 法 で 形 成 し た 場 合 と 比 較 し て 、 膜 質 に 優 れ た 拡 散 防 止 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。
　

【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 配 線 形 成 工 程 は 、 第 ２ の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 第 ２
の レ ジ ス ト 層 除 去 工 程 と 、 前 記 基 材 上 に 、 前 記 第 の 突 出 部 を 露 出 す る 第 ２ の 開 口 部 を 有
し た 絶 縁 層 を 形 成 す る 絶 縁 層 形 成 工 程 と 、 前 記 配 線 が 形 成 さ れ る 絶 縁 層 に 、 シ
ー ド 層 を 形 成 す る シ ー ド 層 形 成 工 程 前 記 絶 縁 層 に は 、 パ ラ ジ ウ ム を 含 有 さ せ
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貫 通 部 の 他 方 の 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 基 材 か ら 突 出 す る と 共 に 、 前 記 貫 通 部 の 寸 法 よ り も
幅 広 の 形 状 と さ れ た 第 ２ の 突 出 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、 解 決 で き る 。

上 記 発 明 に よ れ ば 、 貫 通 ビ ア に 貫 通 部 の 寸 法 よ り も 幅 広 の 形 状 と さ れ た 第 ２ の 突 出 部 を
形 成 す る こ と に よ り 、 貫 通 部 と 基 材 と の 間 に 水 分 等 が 侵 入 し に く く な り 、 貫 通 ビ ア の 劣 化
が 抑 制 さ れ 、 貫 通 ビ ア の 電 気 的 な 接 続 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 鍔 状 空 間 、 貫 通 孔 、 及 び 第 １ の 開 口 部 を 導 電 金 属 膜 で 順 次 充 填 し て 貫 通 ビ ア を 形
成 す る た め 、 貫 通 ビ ア に ボ イ ド （ 空 洞 ） が 発 生 す る こ と を 抑 制 で き る 。

項 ４ 記
１ な

い し ３ の う ち 、 い ず れ か 一 項

５ 前 記 鍔 状 空 間 形 成 工 程 後 に 、 電 解 め っ き 法 に よ り 、 前 記 鍔 状
空 間 に 露 出 さ れ た 前 記 金 属 箔 に 第 １ の 拡 散 防 止 膜 を 形 成 す る 第 １ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ な い し ４ の う ち 、 い ず れ か 一 項 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法

請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 第 ２ の 突 出 部 と 接 続 さ れ る 配 線 を 形 成 す る 配 線 形 成 工 程
を さ ら に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ な い し ５ の う ち 、 い ず れ か 一 項 記 載 の 基 板 の 製
造 方 法 に よ り 、 解 決 で き る 。
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ の 突 出 部 と 接 続 さ れ る 配 線 を 形 成 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 半
導 体 チ ッ プ と 接 続 さ れ る 配 線 の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。

７ 前 記
２

部 分 の 前 記
と 、 を 有 し 、



た 樹 脂 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 配 線 は 、 外 部 接 続 端 子 を 有 し て お り 、 前 記 配 線 形 成 工 程
後 、 電 解 め っ き 法 に よ り を 形 成 す る 第 ２ の 拡 散 防 止
膜 形 成 工 程 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、
解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 第 ２ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 後 に 、 少 な く と も 前 記 配 線 及
び 第 ２ の 拡 散 防 止 膜 を 覆 う よ う 耐 熱 性 を 有 し た 保 護 部 材 を 配 設 す る 保 護 部 材 配 設 工 程 と 、

保 護 部 材 配 設 工 程 後 、 第 ２ の 熱 処 理 に よ り 、 前 記 基 材 か ら 前 記 支 持 板 を 離 脱 さ せ る 支
持 板 離 脱 工 程 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、 解
決 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、 支 持 板 離 脱 工 程 後 に 、 前 記 金 属 箔 を エ ッ チ ン グ に よ り
除 去 す る 金 属 箔 除 去 工 程 と 、 前 記 第 １ の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 第 １ の レ ジ ス ト 層 除 去 工 程
と 、 該 第 １ の レ ジ ス ト 層 除 去 工 程 後 に 、 前 記 保 護 部 材 を 除 去 す る 保 護 部 材 除 去 工 程 と 、 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 第 １ の 拡 散 防 止 膜 形 成 工 程 は 、 前 記

直 後 に 行 う こ と を 特 徴 す る 請 求 項 に 記 載 の 基 板 の 製
造 方 法 に よ り 、 解 決 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 配 線 と 接 続 さ れ る 貫 通 ビ ア の 電 気 的 な 接 続 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と の
で き る 基 製 造 方 法 を 提 供 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
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請 求 項 ６

８
前 記 外 部 接 続 端 子 に 第 ２ の 拡 散 防 止 膜

６ ま た は ７

９

前 記
８

１ ０ 前 記

９

１ ０ 支 持 板 に 前 記 金 属
箔 を 設 け た ５ 乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 項

板 の



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 貫 通 ビ ア ５ ４ は 、 貫 通 部 ５ ５ と 、 突 出 部 で あ る 配 線 接 続 部 ５ ６ と 、 突 出 部
で あ る 接 続 パ ッ ド ５ ７ と を 有 し た 構 成 と さ れ て い る 。 貫 通 部 ５ ５ は 、 絶 縁 層 ５ ３ が 形 成 さ
れ た 貫 通 孔 ５ ２ に 配 設 さ れ て お り 、 そ の 直 径 は Ｒ １ （ 以 下 、 「 直 径 Ｒ １ 」 と す る ） と さ れ
て い る 。 請 求 項 に 記 載 の 貫 通 部 ５ ５ の 寸 法 と は 、 直 径 Ｒ １ の こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 接 着 剤 ９ ２ を 介 し て 、 Ｃ ｕ 等 の 金 属 箔 ９ ３ を 支 持 板 ９ １ に 貼
り 付 け い て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 金 属 箔 ９ ３ 上 に 、 露 光 し な い 状 態 で 第 １ の レ ジ ス
ト 層 ９ ４ を 形 成 す １ の レ ジ ス ト 層 ９ ４ は 、 接 着 性 を 有 し た レ ジ ス ト で あ り 、 例 え ば
、 感 光 性 の ド ラ イ フ ィ ル ム レ ジ ス ト や 液 状 の レ ジ ス ト を 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 Ｎ ｉ 層 ６ ２ を 給 電 層 と し て 、 電 解 め っ き 法 に よ り 鍔 状 空 間
９ ７ 、 貫 通 孔 ５ ２ 、 及 び 開 口 部 １ ０ ２ を 充 填 す る よ う 導 電 金 属 膜 １ ０ ４ を 析 出 成 長 さ せ

の 際 、 第 ２ の レ ジ ス ト 層 １ ０ １ の 面 １ ０ １ ａ か ら 導 電 金 属 膜 １
０ ４ が 突 出 す る 。 導 電 金 属 膜 １ ０ ４ に は 、 例 え ば 、 Ｃ ｕ 膜 を 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 続 い て 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 導 電 金 属 膜 １ ０ ４ が 第 ２ の レ ジ ス ト 層 １ ０ １ の 面 １ ０ １
ａ と 面 一 と な る よ う に 、 第 ２ の レ ジ ス ト 層 １ ０ １ の 面 １ ０ １ ａ か ら 突 出 し た 導 電 金 属 膜 １
０ ４ を 研 磨 に よ り 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 鍔 状 空 間 ９ ７ に 幅 Ｗ ２ の 接 続 パ ッ ド ５ ７ （

突 出 部 ） と 、 貫 通 孔 ５ ２ に 直 径 Ｒ １ の 貫 通 部 ５ ５ と 、 開 口 部 １ ０ ２ に 幅 Ｗ １ の 配 線 接 続
部 ５ ６ （ 突 出 部 ） と が 一 度 に 形 成 さ れ 、 貫 通 ビ ア ５ ４ が 形 成 さ れ る 。 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２
は 、 貫 通 部 ５ ５ の 直 径 Ｒ １ よ り も 幅 広 の 形 状 と さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う な 製 造 工 程 に よ り 、 貫 通 部 ５ ５ の 一 方 の 端 部 に 貫 通 部 ５ ５ の 直 径 Ｒ
１ よ り も 幅 広 の 形 状 の と 、 他 方 の 端 部 に 貫 通 部 ５ ５ の 直 径 Ｒ １ よ り も 幅 広
の 形 状 の と を 備 え た 貫 通 ビ ア ５ ４ が 形 成 さ れ る の で 、 貫 通 部 ５ ５ と 基 材 ５
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る 。 続
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第 １
の
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接 続 パ ッ ド ５ ７
配 線 接 続 部 ５ ６



１ と の 間 に 水 分 等 が 侵 入 し に く く な り 、 貫 通 ビ ア ５ ４ の 劣 化 が 抑 制 さ れ 、 配 線 ６ ８ と 接 続
さ れ る 貫 通 ビ ア ５ ４ の 電 気 的 な 接 続 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 貫 通 部 ５ ５
の 直 径 Ｒ １ よ り も 幅 広 の 形 状 の 配 線 接 続 部 ５ ６ に 配 線 ６ ８ が 接 続 さ れ る の で 、 配 線 接 続 部
５ ６ に 配 線 ６ ８ を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 始 め に 、 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 支 持 板 ９ １ 上 に 接 着 剤 ９ ２ を 設 け 、 Ｃ ｕ 等 の 金 属 箔 ９ ３
を 接 着 剤 ９ ２ に 貼 り 付 の 後 、 金 属 箔 ９ ３ 上 に 開 口 部 １ １ ９ を 有 し た ド ラ イ フ ィ ル ム
レ ジ ス ト １ １ ８ を 形 成 す る 。 な お 、 開 口 部 １ １ ９ に よ り 金 属 箔 ９ ３ は 露 出 さ れ て い る 。
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